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は じ め に

1992 年に静岡 県袋井市 の 温室 メ ロ ンに発生 し た ウ イ

ルス 病 は， 加藤 ら ( 1999， 2000 a， 2000 b) に よ り こ れ

ま でに報告が な か っ た 新種 の ウ イ ル ス に よ る 病気で あ

り， メ ロ ン黄化 えそ病 と 命名 さ れ た 。 こ の メ ロ ン黄化 え

そ病 は， 1993 年春に袋井市で終息以来， 現在に至 る ま

で再発生 は な く 根絶 さ れた と 考 え ら れ る 。 激甚な被害 を

発生 さ せ た ウ イ ル ス 病が根絶で き た こ と は， 非常に珍 し

い事例 と 思わ れ る 。 当 時， ど の よ う に し て 根絶に成功 し

た か は， 今後の新病害虫対策上参考 と な る こ と が多 い と

思わ れ る ので， その防除対策経過に つ い て 報告す る 。

I 温室 メ ロ ンの栽培概要

静岡 県袋井市 は， 温室 メ ロ ン の 最 も 古 い産地で あ る 。

1992 年 当 時， 栽培農家 は 601 戸で あ り ， 1 農家平均 7 . 6

棟の ガ ラ ス 温室 を 有 し て い る 。 農 家 は 1棟が 124 m2の

専用 の ガ ラ ス 温室で， 各棟にお い て 平均 4 . 5 回 の 周 年栽

培 を 行 っ て い る 。 こ の た め ど の農家にお い て も ， 1 年中

定植か ら 収穫に い た る 様々 な ス テ ー ジ の 温室 メ ロ ンが存

在 し て い る 。

H ウ イ ル ス病発生の経緯

静岡県温室農業協同組合 (県温室組合) に は 4 支所が

あ り ， 支所 ご と に組合員に よ る 技術 指 導 組織 を 作 り ，

表-1 メ ロ ン黄化 え そ 病の 発病状況 と推定被害額

項 目 1992年l月 1992年9月 1992年12 JJ 1993 !ド3JJ

発生農家数 (戸) 4 32 24 。
発生面積 (a) 56 470 375 o 
被害額 ( 万円) 200 2，100 17，000 IS，OOO 

備 考 ウ イ ノレ ス 病 ウ イ ル ス 病 防除対策 撲滅にj戊
発生開始 被害拡大 実施 功

注) 被害 は 前回調査時点からの推定累積被害額.
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個々 の組合員 (農家) に栽培や防除の技術指導 や情報提
供 を 行 っ て い る 。 病害虫関係 は ， 生産部の 病理班が担 当
し て い る 。 1991 年秋に袋井市に あ る 支所 (組合支所)
の 1 農家にお い て ， 収穫近 い 温室 メ ロ ン の 数株に， 葉脈

が黄化 し退緑斑点が多 数発生 し た 異常葉が発生 し た 。 こ

の時に は ， それ ら の果実の 品質低下 は 特に見 ら れ な か っ

たが， 栽培 を継続 す る に つ れ て 生育初期 か ら 被害症状の

著 し い株が発生 し ， 品 質低 下 や 収穫不能 の 果 実 が 生 じ

Tこo
近隣の 農家に も 発生が始 ま り ， 農家 の 間で問題 と な っ

た 。 1992 年 1 月 に， 県 温 室 組 合， 組 合 支 所， 中 遠 農 業

改良普及所 (現 農業改良普及 セ ン タ ー ) . 中遠病害虫防

除所 ( 1996 年静 岡 県病害虫 防 除所に統合) が調査 し た

結果， 4戸に異常症状が発生 し て い る こ と を 確認 し ， 静

岡農業試験場に も 報告が あ り ， 原因究明 と 防除対策 を 要

望 し た 。 そ の 後， 表 l に 示 す よ う に こ の 異 常 症状 は 4

戸の農家に継続 し て 発生す る と と も に， 徐々 に周辺農家

に も 拡大 し た 。 組合支所 は ， 現地調査か ら 数種 ウ イ ル ス

の複合感染に よ る も ので は な い か と 推定 し ， 4 月 に支所

長 を 委員長 と し て ， 組合の病理班の指導者か ら な る ウ イ

ル ス 病防除対策委員会 (対策委員会) を 設 け組織的に原

因究明 と 防除対策 を 開始 し た 。

本病の症状の特徴 は ， 以後の研究で詳細が明 ら か と な

っ た が， 葉脈に 沿 っ て 黄化 し ， 退緑斑点が 多 数発 生 す

る 。 後に えそ斑点 と な り 葉全体 は 黄化 す る 。 生育初期に

感染す る ほ ど病徴 は激 し く ， 交配期以前に本 ウ イ ル ス に

感染す る と ， 果実に は モ ザ イ ク が発生 し ， 肥大停止， ネ

ッ ト の不良 と な る 。 ま た ， 発病果 実 の 果 肉に は淡褐色の

斑点が発生す る な ど， 外観， 品 質 と も 著 し く 低下 し て商

品性は 完全に消 失 す る 。 し か し ， 交配 20 日 以 降 の 感染

であ る と 果実の品質に は 大 き な 影響 は 見 ら れ な い。

皿 アブラ ムシの防除対策の 開始

発病農家 で は3 月 か ら 室 内に黄色水盤 を お い て 調査 を

し た と こ ろ ， 多数の ア ブ ラ ム シ が誘殺 さ れた の で， 農家

も ア ブ ラ ム シ が媒介す る ウ イ ル ス 病 と 信 じ る よ う に な っ

た 。 4 月 に は 発病農家 で は換気窓に防虫網 を 張 り ， 殺虫

剤の定期的散布 を 行 う と と も に， ア ブ ラ ム シ の 発生源 と
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な る 温室 メ ロ ン 周辺の除草 を徹底 し た 。

袋井市役所で は対策委 員 会 の 要請 を 受 け て ， 7 月 に温

室近 く の街路樹 の 努定 や 防除， 路側帯 の|徐草 を 実施 し

た 。 ア ブ ラ ム シ の発生 は ほ と ん ど な く な っ たが， 異常症

状 は増加 を 続 け た 。

W ミナミ キ イ ロ アザミ ウマ の防除対策の開始

一方， 初期 の 頃 か ら 発病が継続 し て い た 農家 の Y氏

は ， 病理班の指導者で あ っ た こ と か ら 独 自に精力 的に原

因究明に取 り 組ん だ。 5 月 以降， 育苗期 か ら 完全に ア ブ

ラ ム シ対策 を 行 っ て も 発病株 は増加 し ， 発病農家 も 拡大

す る こ と か ら ， 7 月 に入 り ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マが ウ

イ ル ス のベ ク タ ーで は な い か と 提案 し ， 他の農家 も 同様

の考 えに到 っ た 。

8 月 に入 り ， 県温室組合 と 組合支所の 要請 を 受 け て 農

業試験場， 地元の 中遠農業改良普及所， 中遠病害虫防除

所 は ， 先に発足 し た 対策委員会の メ ンバ ー と な り ， ミ ナ

ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の具体的 な 防除対策 の指導 と ウ イ ル

ス の積の 同定 を 開始 し た 。

ウ イ ル ス 病防除対策委員会 は， 発病戸数が さ ら に拡大

す る ので 8 月 初 日 に組合支所の 会議室にお い て全農家

を対象に本病の 防除対策会議 を 開催 し た 。 農業試験場 は

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ を 対象 と し て 表 2 の 防除対策

を提案 し た 。 薬剤につ い て は ， 育苗期か ら 収穫前 ま での

生育期に応 じ た 薬剤 を 処理す る こ と 。 発生密度が高 ま る

と 急速に増加す る ので， 新芽や葉の寄生 を確認 し た ら た

だ ち に薬剤 を 処理 す る 低密度 防 除 を 行 う こ と (池 田，

1985) 。 青色 の 粘着 リ ボ ン を吊 る し て モ ニ タ リ ン グ し ，

目 標 は ゼ ロ で あ る が， と り あ え ず 1 本 当 た り 1 週間の成

虫誘殺数 は ， 10 頭 以 内 に な る よ う に薬 剤処理 を 行 う こ

と を 指導 し た 。 ま た ， 薬剤以外の 防除 と し て ， 温室 の換

気窓へ の 防虫網の取 り 付 け ， 温室周辺 の雑草や 自 家用 の

野菜 ・ 花 き は ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の発生源 と な っ て

表司2 薬剤に よ る 防除対策

育苗期:発芽後か ら 定植直前 ま で ア グ ロス リ ン 水和剤
あるい はスプラ サ イ ド 水平日 剤の散布.

定植 6 FI前:パ イ デー ト 粒剤の鉢処理 と スプラ サ イ ド 水和剤の散
布.

定植時 オ ン コ ノレ粒斉IJの 株元処理 ま た は ガ ゼ ツ ト 粒剤の植 え穴処
理.

定植後か ら 収穫前 ま で:ア グ ロス リ ン 乳剤，ス プラ サ イ ド 水和剤，

パ ッ サ乳剤，デ ミ リ ン 水和剤の う ち か ら I剤を低密度時 に 散布.
収穫完了後:収穏後 は た だ ち に 温室 を 密閉 し て 2 日 間 ク ロ ノレ ピ ク

リ ン く ん蒸 を 行い， 株 に 寄生 し ている ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
の成虫 お よ び幼虫 を， 完全 に 死滅 さ せ た 後 に 残澄 を 組室外 に 持
ち 出 す.

い る こ と (池田 ら 19 84) や本 ウ イ ル ス の 寄主に な っ て

い る 可能性 も あ る こ と か ら 温室周辺 を裸地にす る こ と ，

農家間 の 苗の移動の禁止 な ど を 合わ せ て 指導 し た 。

9 月 9 日 に は ， 地元の 農林事務所に お い て ， 県庁担当

者 お よ び各農業改良普及所職員 も 含 め て 対策委員会 を開

催 し， 新病害 の脅威 を 認識す る と と も に， 組織的に根絶

指導 を行 う こ と を 再確認 し た 。 組合支所 お よ び農業改良

普及所 は ， 農家に対 し 新病害の啓蒙， 防除対策指導 ， 発

生状況の把握， 病害虫防除所 は 農薬 の 安全な使用法の指

導， 農業試験場 は 防除 法 の 開 発 と 指 導， 防 除 効 果 の 確

認， ウ イ ル ス の解明 と 感染経路な ど原因究明 を 行 う こ と

を取 り 決 め た 。

ま た ， 情報の不足か ら 他地域で の 発生 も 懸念 さ れたこ

と か ら ， 県温室組合で は ， 1 2 月 に県下の全組合員 1 ， 549

人 を 対象に現地調査や ア ンケ ー ト 調査 を 行 っ た と こ ろ ，

本病の発生 は 特定地域に限定 さ れて い る こ と が明 ら か と

な り ， こ の地域で棋絶 を 図 れ ば他地域への ま ん延防止 と

な る こ と を 確認 し た 。

V ウ イ ル ス の種 と 感染経路の確認

本病 は ウ イ ル ス 病で あ る 可能性が高 い た め ， 農業試験

場で は現地発病温室周辺に， 防虫網 を 被せ て ア ブ ラ ム シ

が侵入 し な い よ う に し た メ ロ ン健全苗 (被覆 区) と その

処理 を し な い苗 (暴露 区) を置 い て ， ア ブ ラ ム シ伝搬性

に関す る 調査 を 9 月 1 7 日 か ら 実施 し た 。 そ の 結果， 暴

露 区 だ けで な く ， 被覆 区に も ウ イ ル ス 病が多数の株に発

生 し た 。 こ の 時， 被覆区に は ア ブ ラ ム シ の 寄生 は な く ，

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の みが認め ら れた 。 さ ら に， 10  

月 7 日 に実施 し た 現地 ウ イ ル ス 病発生株の ELISA 法に

よ る ウ イ ル ス 診断 を 行 っ た が， 多 く の 発病株か ら は ア ブ

ラ ム シ 伝 搬 性 の 4 種 の ウ イ ル ス (PRSV， WMV， 

Z YMV お よ び CMV) は検出 さ れ な か っ た 。

こ れ ら の こ と か ら ， 一部の農家が推定 し た よ う に， 本

病 は ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マに よ り 伝搬 さ れ る 可能性が

高 い と 考 え ら れた 。 そ こ で， 発病株に寄生 し て い た ミ ナ

ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ を 用 い て 伝搬試験 を た だ ち に実施 し

た結果， 10 月 下旬 に 本病 が ミ ナ ミ キイ ロ ア ザ ミ ウ マ に

よ り 伝搬 さ れ る こ と が判明 し た 。 そ こ でベ ク タ ー の根絶

が ウ イ ル ス 病根絶の必須条件 と な る こ と か ら ， 組織 を挙

げ て ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 根絶の取 り 組みが開始 さ れ

た 。

本病 は ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マに よ り 伝搬 さ れ る こ と

か ら ， その病原 ウ イ ル ス は ト ス ポ ウイル ス で あ る こ と が

疑わ れた。 世界的に も メ ロ ンに ト ス ポ ウ イ ル ス が 自 然発
生 し た 報告 は な か っ た が， メ ロ ンに感染で き る ト ス ポ ウ

2 一一一
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イ ルス と し て は沖縄 県 の ス イ カ に発生 し た ス イ カ 灰白色

斑紋 ウ イ ルス (WSMo V) が知 ら れ て い た (IWAKI et al . ，  

1984) 。 し か し， 予備試 験で 本 ウ イ ル ス は WSMo V 抗

血清 と ELISA で反応 し な か っ た こ と か ら ， 本 ウ イ ル ス

と WSMoV は 異 な る ウ イ ル ス で あ る と 考 え ら れ た た

め， 本 ウ イ ルス は世界的に も 未報告の ト ス ポ ウ イ ル ス で

あ る と 思わ れた。 と こ ろが， メ ロ ン の病原 ウ イ ルス は ト

ス ポ ウ イ ルス と は異 な る 粒子形態 を 示 し た。

本 ウ イ ルス は ト ス ポ ウ イ ルス の ウ イ ルス粒子 よ り も 大

型の球状粒子 (平均粒子径 は 135 nm) を 形成 し ， し か

も ， こ の球状粒子 は 2 重の被膜 を 持 ち ， 細胞質に散在 し

て 観察 さ れ た。 し か し ， 本 ウ イ ル ス は 3 分 節 の l 本鎖

RNA を ゲ ノ ム と し て 持 ち ， そ の 内 の SRNA は ア ン ピ

セ ン スで， 本 ウ イ ル ス ゲ ノ ム は ト ス ポ ウ イ ル ス と 同ーの

ゲ ノ ム 構造で あ っ た。 さ ら に， Th ri þs 属 の ミ ナ ミ キ イ

ロ ア ザ ミ ウ マに よ り 永続伝搬 さ れ る こ と か ら ， 本 ウ イ ル

ス は To ゆovirus 属に分類 さ れ る べ き ウ イ ル ス で あ る と

考 え ら れた。

ト ス ポ ウ イ ルス の種の分類 は ヌ ク レ オ キ ャ プ シ ド プ ロ

テ イ ン の ア ミ ノ 酸配列 の相向性に基づ き 行わ れ る た め ，

それ を調査 し た と こ ろ ， 既報の ど の ト ス ポ ウ イ ル ス と も

分類基準の 90% を は る かに下回 る 相向性 を 示 し た た め ，

メ ロ ン の病原 ウ イ ルス は ト ス ポ ウ イ ルス の新種で あ る こ

と が判明 し た。 ウ イ ルス 名 は 英名 を Melo n y el lo w  spo t 

virus (MYSV) ， 和 名 を メ ロ ン黄化 え そ ウ イ ル ス ， 本

ウ イ ルス に よ る メ ロ ン の病害 を黄化 えそ病 と 命名 し た。

羽 防除効果の確認 と 発生の推移

7月頃 ま で は 発生地域 は 同心 円 的に拡大 し たが， その

後 は， 1 km 以上離 れた と こ ろ で突然発生す る な ど， 原

因不明 な 発生様相 を 示 し ， 9 月 始 め に は 発病農家 は 32

戸 と 急増 し た。 9月以降， 農 家 の 本病に対す る 関心 も 高

ま り ， 防除対策 は徹底 し て 行わ れ， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ

ウ マ の減少 と と も に発病温室 の拡大 は お さ ま っ たが

E発病 し た 温室で は 発病ゼ ロ に は な ら な か っ た。

1 1月 16 日 に組合支所で対策会議 を 聞 き ， こ れ ま での

防除対策の効果確認 を 行 っ たが， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ

マ を 根絶で き な い原因が 2， 3点 あ っ た 。 そ こ で， 農業

試験場 は 1 1月 20 日 に組合支所に全農家 を 集 め て ， さ ら

に次の防除法 を 加 え て 提示 し ， 農業改良普及所 は精力的

に農家指導 を 行 っ た。

温室 メ ロ ン栽培で は ， 収穫が完了 し で ほ ぼ 4 日 以 内に

次作の定植が行わ れ て い る 。 蒸気消 毒が行わ れて い る 栽

培土で は土 中 の ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウマの踊 は死滅す る

が， 通路などで生き残 っ て い る 踊 は， 収穫後 も ほ ぼ 7 日

聞にわ た り 羽化 し て く る (池田 ら 1984 ) 。 その た め ， 収

穫後 ク ロ ー ル ピ ク リ ン く ん蒸処理 を 行 い 残澄 を撤去後，

さ ら に温室 を 20'C以 上に加温 を し な が ら 10 日 間 密閉

し ， 羽化成虫 を 死滅 さ せ た 後に次作 を 定植 す る こ と を 指

導 し た。 温室 の 密閉処理 は 次作 の 定植が 10 日 間延 び る

こ と にな る た め ， 農家 の 抵 抗 は大 き か っ たが， こ の処理

に よ り 次作の 定植苗に は ， 前作の保毒虫 を 含 む ミ ナ ミ キ

イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 寄生 は な く ， ウ イ ルス 感染 は遮断 さ れ

最 も 有効 な 防除対策 と な っ た。

ま た ， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は 広食性で温室 メ ロ ン

周辺の雑草お よ び野菜 ・ 花 き で多 発生 し て い る こ と が あ

る が， 静 岡 県 の 野外で は越冬がで き な い (池田 ら 1984，

河本 ら 1983) 。 冬季聞 の 除草 は ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

の 防除に は重要で は な いが， ウ イ ル ス を保毒 し て い る 可

能性があ っ た ので， 冬季で も 除草の徹底 と 自 家用 野菜 ・

花 き の栽培 を 完全に禁止 し た。 ま た ， 温室 内 の観賞用 の

花 き 類の撤去 を 指導 し た。

こ の よ う な 対策が功 を奏 し ， 12 月 中 旬 に は 発病農家

は 24戸に減少 し て 発病程度 も 低下 し た。 1993 年 1月に

入札発病農家が出荷す る 時に は ， 収穫 1 週間前か ら 温

室に吊 る し た 青色 の粘着 リ ボ ン の 提 出 を 義務づ げ ， 発生

の 多 い農家に は さ ら に指導 を強化 し ， 根絶作戦 を 徹底 し

た ので急速に発病 は 減少 し た。

ま た ， 1 1 月 16 日 の 会議に お い て ， モデ ル防除 を 実行

し て く れ る 農家 4 戸 を 選 ぴ， 徹底 し て 根絶防除対策 を 実

表- 3 モデ ノレ政iI徐 を 実施 し た農家 に お け る ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ
ウ マ の誘殺数 と 累積発病株数 ( l992� 1 99 3) 

良家 A 農家 B 農家 C 農家 D
調査
月 日 誘殺 発病 誘殺 発病 誘殺 発病 誘殺 発病

数 株数 数 株数 数 株数 数 株数

1 2 /02 () 。 5 。 2 。 。 。

12 /09 。 。 。 2 。 2 。

1 2 /16  。 。 。 () 。 。 。 。

12 /22 o 。 。 。 。 。 。 3 
1 2 /28 。 。 。 。 。 。 45 。
。 1 /05 () 。 。 () 。 。 8 3 
0 1 /1 3  () 。 。 。 。 。 1 1 5  
0 1 /20 () 。 。 o 。 。 50 20 

0 1 /27 。 。 。 。 。 。 104 24 
02 /0 3  () 。 () 。 。 。 144  28 
02 /1 0  o 。 。 。 。 。 61  28  

02 /1 7  。 。 。 。 。 。 27 28 
02 /24 。 。 。 。 o 1 9  32 
0 3/0 3 。 40 
0 3/10 。 40 

注) 定楠 日 : 農家 A 12 月 7 日 ， 農家 B 12 月 2 日 ， 段家 C 12 月 5
日， B芸家 D 1 2 月 2 3 日 . 誘殺数 は 1 温室 に背色 の粘着 リ ボ ン
3本 に誘殺 さ れ た 成虫数の 合計. 調査 は 定植前か ら開始.
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施す る と と も に農業改良普及所， 農業試験場 は効果の確

認調査 を 行 っ た 。 そ の 結果 は ， 表-3 の と お り で あ っ た 。

農家 A， B， C で は根絶 に 成功 し ， 他 の 農家 も ほ ぽ同

様の結果 を 示 し た 。 農 家 D で は 防除対策が不十分で あ

っ た た め ， 精力 的に指導 を 行 っ た 結果， ミ ナ ミ キ イ ロ ア

ザ ミ ウ マ の 発生 は終息 し たが， ウ イ ルス 病の発生 は続い

た 。 3 月 中 旬 の 時点で は 発病温室 は 農家 D の l戸 を 含 め

て 3戸に限 ら れた の で， 対策委員長 と 農家 の 話 し合いに

よ り 発病温室 メ ロ ン の株は全株抜根 し ， 一時的に栽培 を

停止 さ せ た 。

VD ウイ ル ス病の根絶の確認

1 992 年 1 月 に奥常症が 関 係者に確認 さ れ て 以 来， 病

原の究明， 防除対策法の検討， 現地の 防除対策 の実施 と

そ の効果確認， さ ら に根絶防除対策 の 実施 と ， 対策委員

会お よ び農家 の総力 を あ げて の取 り 組み を行っ た 結果，

1993 年 3 月 20 日 に は組合支所の 601戸 の い ずれ の 温室

に も 発病株 は 見 当 た ら な か っ た 。 ま た ， 温室周辺 は 完全

に除草 さ れ， 自 家用野菜 ・ 花 き の栽培 も な く ， 保毒 の恐

れの あ る 植物の越冬 は な い裸地状態 と な っ た 。 そ こ で，

3 月 23 日 に ウ イ ル ス 病 の 根絶 を宣言 し た 。 し か し， 農

家に は 引 き 続 き ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 防除対策 の指

導 を 行 う と と も に， 対策委員 会 は ， 1 1 月 ま で定期 的に

調査 を 行 っ た が， ウ イ ル ス 病 の 再発生 は な か っ た 。 以

後， 2001 年 6 月 ま で県下全域で発生 を 認め て い な し ' 0

こ の よ う に， こ れ ま でに予期 し な か っ た ミ ナ ミ キ イ ロ

ア ザ ミ ウ マ を ベ ク タ ー と す る 新 し い ウ イ ルス 病が突発的

に発生 し ， ま ん延の兆候 を 示 す ま でに至 っ たが， 農家 お

よ び関係者の努力に よ り 根絶に至 っ た 。 こ れ ら の一連 の

対策 を 実施 し た 中 で成功に至 っ た 大 き な 要因 と し て ， 県

温室組合 で は 支所 ご と に古 く か ら 栽培 の技術指導組織 を

有 し 活動 を 行 っ て い た た め ， 異常症状 の早期発見が で き

た こ と ， 次 々 と 新た な 防除法 を提示 し たが そ の 指導 と 実

践が徹底 で き た こ と が挙 げ ら れ る 。 ま た ， 農業改良普及

所が精力 的に継続 し て 農家に入札直接防除指導 お よ び

効果 の確認 ま で行 っ た こ と が大 き い と 考 え ら れ る 。
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or残留農薬基準」 の改正 について
厚生労働省 は平成 13 年 7 月 24 日 付 け で食品衛生法に

規定 さ れて い る 「食品， 添加物等の規格基準 (残留農薬
基準) J の 一 部 (下記) を 改正 し ， 平成 13 年 10 月 1 日
よ り 適 用 す る こ と に な っ た 。 (失 : 現 在 は 登 録 失 効，
未 : 日 本 で は 未登録) ， 基準設定名称 と 農薬名が異 な る
場合 は [ ] 内に設定名称 を 示 し た 。

ま た ， 今 回 の 改正で は従 来の 「 キ ャ ベ ツ (芽キ ャ ベ ツ
を 含 む。 ) Jが 「 キ ャ ベ ツ j に改め ら れ， 新たに 「芽 キ ャ
ベ ツ j が設定 さ れ た 。

新 し く 設定 さ れ た 芽 キ ャ ベ ツ で設定 さ れて い る 農薬 と
基準値 は， 以下の と お り であ る 。

新規 : ATA 剤不検 出 (失) [ ア ミ ト ロ ー ル] ， BHC 剤
0. 2 ppm (失) ， BPMC 剤 0 . 3 ppm [ フ ェ ノ プ カ ル プ] ，
CVP 剤 0 . 2 ppm [ ク ロ ル フ ェ ン ビ ン ホ ス ] ， DCIP 剤
1 . 0 ppm， DDVP 剤 0 . 1 ppm [ ジ ク ロ ルポス ] ， DDT 
剤 0 . 2 ppm (失) ， DEP 剤 0 . 50 ppm [ ト リ ク ロ ル ホ
ン ] ， EPN 剤 0 . 1 ppm， EPTC 剤 0 . 1 ppm (失) ， IPC 
剤 0 . 05 ppm [ ク ロ ル プ ロ ファム ] ， MEP 剤 0 . 5 ppm
[ フ ェ ニ ト ロ チ オ ン ] ， NAC 剤， [ カ ル パ リ ル] 1 . 0  
ppm， TPN 剤[ ク ロ ロ タ ロ ニ ル] 5 ppm， 2 ， 4 ， 5-T 剤
不検出 (失) ， ア セ タ ミ プ リ ド 剤 5 ppm， ア セ フ ェ ー ト 剤
5 . 0  ppm， ア ラ ク ロ ー ル剤 0 . 01 ppm， イ ソ フ ェ ン ホ ス
剤 0 . 10 ppm， イ プ ロ ジ オ ン 剤 5 . 0 ppm， イ ミ ノ ク タ ジ
ン 剤 0 . 03 ppm， ウ ニ コ ナ ゾ ー ル P 剤 0 .1 ppm， エ チ オ

フ ェ ン カ ル プ 剤 2 . 0 ppm， エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 剤 2
ppm， エ ト プ ロ ホ ス 剤 0 . 02 ppm， エ ト リ ム ホ ス 剤 0 . 1
ppm (失) ， エ マ メ ク チ ン 安息香酸塩剤 0 .1 ppm ， エ ン
ド リ ン 剤不検出 (失) ， オ キ サ ミ ル剤 0 . 02 ppm， キ ザ ロ
ホ ッ プ エ チ ル剤 0 . 3 ppm， キ ノ キ サ リ ン 系 剤 0 . 3 ppm
[ キ ノ メ チ オ ネ ー ト ] ， グ リ ホサ ー ト 剤 0 . 2 ppm， ク ソ レ ホ
シ ネ ー ト 剤 0 . 20 ppm， ク レ ト ジ ム 剤 0 . 2 ppm， ク ロ ル
ピ リ ホ ス 剤1 . 0 ppm， ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル剤 1 ppm， ク ロ
ルフ ルア ズ ロ ン 剤 2 . 0 ppm， ジ ア フ ェ ン チ ウ ロ ン 剤 0 . 3
ppm， ジ エ ト フ ェ ン カ ルプ剤 5 . 0 ppm， シ ク ロ キ シ ジ ム
2 ppm (未) ， 除虫菊剤 1 ppm [ ピ レ ト リ ン ] ， ス ル フ ェ
ン酸系剤 5 . 0 ppm [ ジ ク ロ フ ル ア ニ ド ] ， シハ ロ ト リ ン
剤 0 . 4 ppm， シ フ ル ト リ ン 剤 2 . 0 ppm， ジ ブ ルペ ン ズ ロ
ン剤 1 . 0 ppm， シペ ル メ ト リ ン 剤 1 . 0 ppm， ジ メ テ ナ ミ
ド 剤 0 . 1 ppm， 水酸化 ト リ シ ク ロ へ キ シ ス ズ 剤不検 出
(失) [ シ ヘ キサ チ ン ] ， セ ト キ シ ジ ム 剤 lO ppm， ダ イ ア
ジ ン 剤 0 .1 ppm， ダ イ ホ ルタ ン 剤不検 出 (失) [ カ プ タ ホ
ー ル] ， ダ ミ ノ ジ ッ ド 剤 不 検 出， チ オ メ ト ン 剤 0 . 10
ppm， デ ィ ル ド リ ン剤 0 . 02 ppm (失) ， テ フ ル ト リ ン剤
0 . 1  ppm， テ フ ルペ ン ズ ロ ン 剤 0 . 5 ppm， デ ルタ メ ト リ
ン 0 . 2 ppm (未) ， ト ラ ロ メ ト リ ン 剤 0 . 5 ppm， ト リ ク
ラ ミ ド 剤 0 . 2 ppm (失) ， ト リ ア ル ミ ゾ ー ル剤 1 . 0 ppm，
ト リ フ ルラ リ ン 剤 0 . 1 ppm， ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル剤 2 . 0

ppm， パ ミ ド チ オ ン 剤 0 . 5 ppm， パ ラ チ オ ン 剤 (失)
0 . 3 ppm， ピ フエ ン ト リ ン 剤 2 ppm， ピ メ ト ロ ジ ン 剤
0 . 02 ppm， ピ ラ ク ロ ホ ス 剤 0 . 1 ppm， ピ リ デ ー ト 剤
0 . 03 ppm， ピ リ ミ カ ー ブ剤1 . 0 ppm， ピ リ ミ ジ フ ェ ン
(25 ペ ー ジに続 く )
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